
別紙１

「ケースレポートの対象となる診療期間の条件」

○ いずれの場合においても、自ら担当として診断や治療等への十分な関わりが認

められることが必要である。

１ 基本的条件

入院 退院

日数の条件なし

３ヶ月以上 診療終了 診療開始 ３ヶ月以上

※「診療終了」にはケースレポート申請日において

診療を継続している症例を含む（以下同じ。）

２ 入院形態の変更が関わる場合

（１）医療保護入院（措置入院）から任意入院の場合

入院 入院形態変更 退院

医療保護（措置） 任意

日数の条件なし

診療開始 ３ヶ月以上

診療開始 ａ ｂ

※「ａ」が１ヶ月以上かつ「ａ＋ｂ」が３ヶ月以上



（２）措置入院から医療保護入院の場合

入院 入院形態変更 退院

措置 医療保護

日数の条件なし

日数の条件なし

診療開始 ３ヶ月以上

３ヶ月以上 診療終了

診療開始 ａ ｂ 診療終了

※「ａ」若しくは「ｂ」が３ヶ月以上の場合、

各入院形態の症例として可

診療開始 ａ ｂ

※「ａ」が１ヶ月以上かつ「ａ＋ｂ」が３ヶ月以上の場合、

措置入院の症例として可

３ 転院が関わる場合（入院形態を変更した場合を除く）

（１）同一の入院形態のままの転院の場合

入院 転院 退院

措 置 措 置

医療保護 医療保護

３ヶ月以上

日数の条件なし

３ヶ月以上 診療終了



（２）症状性を含む器質性精神障害（老年期認知症を除く。）、精神作用物質使用

による精神及び行動の障害（依存症に係るものに限る。）の場合は、次の事例

についても対象となる。

入院 転院 退院

措 置 措 置

医療保護 医療保護

日数の条件なし


